
大正後期、附属病院内臓外科の実習風景。

明治45年、金沢医科大学は市内広坂から現宝町キャンパスに移転、新築完成直後の本館建物。

昭和初期、薬学専門部の定性分析の学生
実習。

昭和10年代、最新鋭のレントゲン診断。

前身校点描



第四高等学校の最も古い写真で、明治28年秋季陸上大運動会での記念撮影。

四高記念祭大運動会後の全寮ストーム。

明治期の四高校舎群。

昭和期の授業中の1コマ。



石川師範学校の最古の卒業記念写真（明治24年の撮影）。

放課後、のんびりとした師範学校生たち。

戦時期の農場実習中、未来の女性教師たちの珍しい光景。

金沢高等師範学校第1回入学式（昭和19年5月）。



昭和前期、機械に立ち向かう高工生たち。

大正末年の測量実習、背景は兼六園
内の成巽閣。

学園内にも深まる戦争の影。

金沢高等工業学校は大正9年に設置、2年半後に華々しく開校式典がおこなわれた。



新制金沢大学は昭和24年7月25日第1回の入学式を挙行した。

新制大学初の第1回生卒業式。女子学生の姿も目立ち、珍しい夏服での入学式。

金沢大学の50年

GHQ石川軍
政隊長の入学
式祝辞。



新制学部の実習に臨む男女共学の学生たち。左は薬学部の薬品製造実習、右は教育学部の野外実習。

開学十周年を迎え、昭和34年11月記念式典が盛大
に行われ、初めて室生犀星作詞の校歌が披露された。



理学部創設当初の仙石キャンパスと校舎。

旧金沢城内は第九師団から開放されて法文
学部・教育学部・教養部と事務局の大学キ
ャンパスに様変わりした。それを機会に石
川門の改修に着手（昭和28年4月）。

教養部の運動場脇でクラスメートの野球遊びを眺める女子学生。



昭和20年代後半、敗戦後の混乱と戦後復興の中で、学生たちは若々しく、そしてたくましく活躍した。



金沢大学は昭和30年代に相
次いでVIPを迎えたが、昭和
天皇・皇后の来学は同33年
10月22日のことであった。

昭和37年4月25日、駐日米国大使ライシャワ
ー夫妻が来学し、石橋学長と懇談。

昭和30年3月、初の国際交流相手校となっ
たペンシルバニア大学ハンウェル学長と戸
田学長。



昭和30年代後半、社会的な
大ニュースが大学を大きく揺
さぶった。いわゆる「60年
安保」では、学生たちだけで
はなく、教官も金沢市内のデ
モに参加した。続く「三八豪
雪」は校舎をすっかり埋めて
しまった。



風格のある小立野の工学部
本館建物と実験室棟（昭和
30年代）。

がん研究所の前景。

整備が完了した宝町キャンパス全景（昭和40年代中葉）。



城内に端正な姿を見せる法文学部校舎（昭和40年代初め）。

建設・増築ラッシュで発展中の小立野工学部キャンパス。

兼六園を望める教育学部棟。城内で唯一3階
建ての校舎。

新装なった城内の附属図書館（昭和40年代中葉）。



昭和40年代後半以降、いわゆる「大学紛争」の波は金沢大学にも押し寄せた。授業ボイコッ
ト・建物封鎖、団交と疾風怒涛の時代。



昭和59年4月、大学院経済学研究科が設置され、いよいよ全学あげて博士課程新設に向けてスタート。

昭和60年4月、待望の自然科学研究科（博士課程）
の開設。

青野学長による第2回博士号授与式。



狭く雑然とした城内キャンパスだったが、懐かしい木造の部室、桜並木、食堂…

激論と苦悩の末に移転決定、角間キャンパスに新
天地を求める。

事務局移転を最後に、お別れのあいさつをする
金子元学長。



角間キャンパスでの新しい大学の活動、外国
語教育研究センター開設。

留学生センターでの新機軸の日本文化教育。

在学生・留学生の交流会の楽しいひととき。

一層充実した総合情報処理センター。




